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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

町役場各部署直通電話番号
※役場へのお電話は、担当部署への
　直通電話が便利です。

総　務　課　３２－６７００

企画政策課　３２－６７０１

税　務　課　３２－６７０２

住民安全課　３２－６７０３

健康福祉課　３２－６７０４

商工観光課　３２－６７０５

農林水産課　３２－６７０６

土木建築課　３２－６７０７

学校教育課　３２－６７０８

生涯学習課　３２－６７０９

出　納　室　３２－６７１０

議会事務局　３２－６７１１

上下水道課　３２－１３４１

はあとぴあ　３２－３１１１

中央公民館　３２－１２１２

町立図書館　３２－００８３

丹生診療所　３９－１３０１

東部診療所　３７－２９１１

総合体育館　３２－３２００

町各施設電話番号

●日　時　3月8日(土)  午後1時～

※お問い合わせ先　美浜を詠う実行委員会
　 町生涯学習課内　(担当･関口)　☎32‐6709

●会　場　中央公民館　ホール

　美浜を詠う実行委員会では、短歌コンクールの表彰式と
あわせて記念講演会を開催します。入場は無料です。
皆さんぜひご参加ください。

●講演内容
    ● 講　師：ねじめ　正一 氏
　　　　　　　　　　（詩人・作家)

    ● テーマ：言葉の力を贈りたい

美浜を詠う短歌コンクールとは…
　美浜の四季、海や山、湖、空、人、祭、名所、名物など…眼に映った
美浜を五･七･五･七･七の短歌で表現していただくものです。
　昨年に続いて第2回となる今回は、平成19年8月から12月末まで町内
外から短歌作品を募集しました。

ねじめ正一講演会
第2回 美浜を詠う短歌コンクール表彰式＆

ねじめ正一講演会

　

前
人
権
擁
護
委
員
の
大
谷
延
生
氏

(

久
々
子)

の
任
期
満
了
に
伴
い
、
1
月

1
日
付
で
法
務
大
臣
か
ら
新
た
に
杉
浦

鷹
夫
氏(

郷
市)

が
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
の
基
本
的

人
権
が
侵
犯
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
監
視
し
、
も
し
も
侵
犯
さ
れ
た
場
合

に
は
そ
の
救
済
の
た
め
、
速
や
か
に
適

切
な
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常
に
自

由
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員

●
人
権
擁
護
委
員

　

杉
浦 

鷹
夫 

氏(
郷
市)

☎
32
‐
０
５
５
８(

自
宅)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課(

担
当
・
重
兼)

☎
32
‐
６
７
０
３
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※お問い合わせ先　町企画政策課(担当・大同) ☎32‐6701

　町では、一人ひとりが男女共同参画について考え、真の男女平等に向けた
意識を高めることを目的にフォーラムを開催します。ぜひご参加ください。

　子育て支援
  センターだより
子育て支援
  センターだより

日 時：3月1日(土)
　　　　　午後1時～3時40分

美浜町男女共同参画フォーラム美浜町男女共同参画フォーラム

20
歳
の
方
、
妊
婦･

産
婦
の
方

の
無
料
歯
科
健
診

　

県
で
は
、
成
人
に
な
ら
れ
た
20
歳
の

方
と
、
赤
ち
ゃ
ん
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
妊
娠･

産
後
の
方
の
口
や
歯
の
健
康

を
守
る
た
め
に
無
料
歯
科
健
診
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

●
対
象

・
県
内
在
住
の
20
歳
の
方

・
県
内
在
住
の
妊
産
婦
の
方

（
産
後
の
方
は
、
昨
年
4
月
以
降
に
出
産  

 

さ
れ
た
方
の
み
で
す
）

●
健
診
実
施
機
関

　

県
歯
科
医
師
会
指
定
の
歯
科
医
院

●
実
施
内
容

　

歯
科
健
診
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト

●
実
施
期
間

　

平
成
20
年
3
月
31
日(

月)

ま
で

●
受
診
に
必
要
な
も
の

・
20
歳
の
方
は
、
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、

　

学
生
証
な
ど

・
妊
産
婦
の
方
は
、
母
子
手
帳

●
そ
の
他

　

健
診
が
受
け
ら
れ
る
歯
科
医
院
は
、

直
接
歯
科
医
院
に
お
尋
ね
い
た
だ
く
か
、

は
あ
と
ぴ
あ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

は
あ
と
ぴ
あ
（
担
当
・
山
口
）

☎
32
‐
３
１
１
１

〈主 催〉美浜町・みはま女性ネットワーク

〈内 容〉
　　● 男女共同参画推進集落実践発表(新庄区)
　　● 寸　劇 (みはま女性ネットワーク)
　　● 啓発講演　講師：笠井　信輔 氏 (フジテレビアナウンサー)
　　　　　　 　　テーマ「息子3人 アナウンサー･記者夫婦奮闘物語」

会 場：保健福祉センター
　　　　　「はあとぴあ」

　梅の花もほころび始め、春が待ち遠しいこの頃
です。早いもので今年度最後の月になりました。
今月も子育て中の皆さんの多くのご利用をお待ち
しています。

～3月の催しのお知らせ～

平成19年6月～平成20年1月の
利用状況 (1月31日現在)

お問い合わせ先　
　子育て支援センター　☎32‐0192

●おおきくなったね会
日時：3月12日(水)午前10時30分～
場所：子育て支援センター ぽっぽの部屋
内容：センターに通ってくれたお友だちが集まって、
　　　大きくなったことをみんなで喜び合いましょう。
　　　手品やエプロンシアターもありますよ！
※参加希望の方は申し込みが必要です。3月11日(火)
　までに、電話または当センター来所の際にお申し
　込みください。
※部屋に掲示してある利用者のみなさんの写真を
　ペンダントにして、3月12日以降の来所時にお渡
　しします。

　子育てに関する情報は、子育て支援センター
だより「さくらんぼ」3月号をご覧ください。

【地域別利用者の延べ人数】
　　　　　　　(保護者も含む)
  ● 北・南地区………1,034人
  ● 耳地区……………1,073人
  ● 東地区……………1,914人

  ▼  利用者合計………4,021人

  ▼  1日の平均利用者数…24人
【登録者数】(1度は利用された児童の数)…188人

　町内各地域から多くのご利用をいただいていま
す。同年齢の子どもたちが一緒に遊んだり、保護者
同士が交流するなど、楽しい時間を過ごされている
ようです。
　まだ、ご利用になられていない方も、いつでも
お気軽に足を運んでみてください。お待ちしてい
ます。
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種　　別
搬入量(トン)

平成17年度 平成18年度

缶類 78.87 74.30

ビン類 127.40 129.40

ペットボトル･トレイ 23.34 24.70

蛍光灯･瓦等 12.27 12.40

不燃ごみ 472.80 517.30

不燃粗大ごみ 185.62 258.50

搬入量合計 900.30 1,016.60

種　　別
搬出量(トン)

平成17年度 平成18年度

圧縮成形缶(スチール･アルミ) 98.17 97.40

圧縮成形金属(鉄･アルミ･銅等) 220.91 265.60

ビン類(無色･茶色･その他) 139.55 149.70

圧縮成形ペットボトル･トレイ 28.50 28.00

古紙･布･ダンボール 178.53 200.20

その他(蛍光灯･瓦等) 42.37 24.80

搬出量合計 708.03 765.70

エ
コ
ク
ル
美
方
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
の
資
源
化
の
状
況

　

エ
コ
ク
ル
美
方
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

に
持
ち
込
ま
れ
た
不
燃
ご
み
は
、
職
員

の
手
に
よ
っ
て
資
源
化
物
と
ご
み
に
選

別
し
ま
す
。

　

選
別
さ
れ
た
金
属
屑
等
の
資
源
化
物

は
有
償
で
業
者
に
引
き
渡
さ
れ
、
平
成

18
年
度
に
お
い
て
は
約
１
，
６
０
０
万

円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

家
庭
か
ら
出
た
と
き
は
「
ご
み
」
で

す
が
、
エ
コ
ク
ル
美
方
で
「
資
源
化
物
」

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
今
ま
で
以
上
に
ご
み
の
分

別
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

エ
コ
ク
ル
美
方

☎
45
‐
２
３
０
０

▼リサイクルプラザに搬入された不燃ごみの量

▼リサイクルプラザで選別され搬出された資源化物の量

エコクル美方(若狭町向笠)

生
ご
み
分
別
収
集
の
お
願
い

　

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
目
的
と

し
て
、
生
ご
み
の
分
別
収
集
を
し
て
い

ま
す
。
生
ご
み
を
分
別
収
集
に
出
す
こ

と
で
燃
え
る
ご
み
の
量
、
焼
却
費
の
削

減
に
つ
な
が
り
、
生
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
に
も
な
り
ま
す
。

　

平
成
19
年
4
月
か
ら
12
月
ま
で
の
回

収
量
は
全
体
で
36
・
3
ト
ン
で
す
。
昨

年
の
同
時
期
の
40
・
4
ト
ン
と
比
べ
て

も
回
収
量
は
依
然
と
少
な
い
た
め
、
引

き
続
き
ご
み
の
分
別
、
ご
み
の
減
量
化

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
生
ご
み
袋
に
つ
い
て
】

　

生
ご
み
袋
は
、生
分
解
性
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
と
い
う
特
殊
な
素
材
で
で
き
て
い
ま

す
。
カ
ニ
の
殻
や
鳥
の
骨(

大
き
い
も

の)

な
ど
、
と
が
っ
た
も
の
を
入
れ
る

と
破
れ
る
だ
け
で
な
く
、
生
ご
み
と
し

て
分
解
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
入
れ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
生
ご
み
袋
に
ご
み
を
入
れ
た

ま
ま
収
集
日
ま
で
保
管
す
る
と
、
袋
が

破
れ
や
す
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
収

集
日
ま
で
は
違
う
容
器
に
保
管
し
、
集

積
場
に
持
っ
て
行
く
前
に
袋
に
入
れ
る

な
ど
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
小
林
）

☎
32
‐
６
７
０
３

　

町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
を
目
的
と

し
て
、
家
庭
か
ら
出
る
食
用
油
の
拠
点

回
収
を
し
て
い
ま
す
。

　

回
収
さ
れ
た
食
用
油
は
飼
料
用
粉
末

な
ど
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
凝
固
剤

で
固
め
て
燃
え
る
ご
み
に
出
す
の
で
は

な
く
、
回
収
に
出
す
こ
と
で
再
利
用
に

つ
な
が
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
回
収
場
所

　

・
町
役
場

　

・
町
中
央
公
民
館

　

・
町
体
育
セ
ン
タ
ー

　

・
町
佐
田
出
張
所

●
回
収
時
間

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
安
全
課
（
担
当
・
小
林
）

☎
32
‐
６
７
０
３

食
用
油
の
回
収
の
お
願
い

0
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平成 19 年

3月 6月5月4月2月 10月9月8月7月 1月12月11月

平成 20 年

▼食用油回収量
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年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

▼
メ
リ
ッ
ト
①

　

老
後
を
ず
っ
と
支
え
る
終
身
の
年
金

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
医
療
技

術
の
進
歩
等
に
よ
っ
て
、
今
後
も
さ

ら
に
延
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
老

後
の
生
活
費
の
不
安
が
大
き
く
な
り

ま
す
。
国
民
年
金
は
生
き
て
い
る
限

り
年
金
が
受
取
れ
る
一
生
涯
の
保
障

で
す
。

▼
メ
リ
ッ
ト
②

　

不
測
の
事
態
に
備
え
る

保
険
と
し
て
の
年
金

　

国
民
年
金
は
老
後
だ
け
で
な
く
、

加
入
者
が
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
は
、「
障
害
基
礎
年
金
」

が
支
給
さ
れ
、
死
亡
し
た
時
は
、
そ

の
遺
族
に
「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

▼
メ
リ
ッ
ト
③

　

納
め
た
保
険
料
分
は

税
金
の
負
担
が
軽
減

　

納
め
た
保
険
料
は
「
社
会
保
険
料

控
除
」
と
し
て
全
額
税
控
除
の
対
象

と
な
り
、
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

▼
メ
リ
ッ
ト
④　

　

生
涯
の
年
金
額
は
保
険
料
の
1.7
倍

　

国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

3
分
の
1(

将
来
は
2
分
の
1)

が

国
庫
負
担(

税
金)

で
賄
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
よ
り
、
払
っ
た
保
険
料

国
民
年
金
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
に
は
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
！

を
上
回
る
給
付
を
受
け
ら
れ
る
計
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の

試
算
で
は
、
１
９
８
５
年
生
ま
れ

(

２
０
０
５
年
に
20
歳)

の
人
で
も
、

納
め
た
保
険
料
の
1.7
倍
以
上
と
な
り

ま
す
。

▼
メ
リ
ッ
ト
⑤

　

経
済
の
変
動
に
も
負
け
ま
せ
ん

　

賃
金
や
物
価
の
変
動
に
あ
わ
せ
て
、

年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
仕
組
み
に
よ
り
年
金
額
が

改
定
さ
れ
る
た
め
、
年
金
に
加
入

(

20
歳)
し
て
か
ら
年
金
を
受
給(

65

歳)

す
る
ま
で
の
間
、
経
済
社
会
が

大
き
く
変
動
し
た
と
し
て
も
年
金
の

価
値
が
保
証
さ
れ
る
の
で
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
平
成
16

年
の
法
律
改
正
に
よ
り
平
成
29
年
度

ま
で
毎
年
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
国
民
年
金
保
険

料
の
月
額
は
、
平
成
19
年
度
よ
り

３
１
０
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
月
額

１
４
，
４
１
０
円
と
な
り
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
井
社
会
保
険
事
務
局 
敦
賀
事
務
所

☎
23
‐
９
９
０
２

　

町
住
民
安
全
課(

担
当
・
小
林)

☎
32
‐
６
７
０
３

　

※お問い合わせ先　町学校教育課(担当・武田) ☎32‐6708

　教育現場等で取り組まれた原子力･エネルギー教育に
ついて取り組みや手法を発表するとともに、美浜町エネ
ルギー環境教育推進委員会から成果報告等を行います。
　また、米村でんじろう氏を迎えて、科学の楽しさを
体感する「サイエンスショー」を開催します。
　入場は無料です。ぜひご来場ください。

日 時：3月20日(木･祝)
　　　　　正午～午後5時

〈主 催〉美浜町・文部科学省

〈内 容〉(正午開場)
　　● 実践事例等発表
　　  吉田 正 氏(美浜東小学校校長)
　　  川崎 幸弘 氏(菅浜小学校教諭)
　　  知場 克幸 氏(美浜中学校教諭)会 場：美浜町総合体育館

エネルギーワールド
　　　　　　 in美浜
エネルギーワールド
　　　　　　 in美浜

● 米村でんじろうサイエンスショー

● 体験･展示コーナー

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
は
、
大
学
、
短
大
、
専
門
学

校
等
の
学
生
が
入
学
時
や
在
学
中
に
必

要
と
さ
れ
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

●
融
資
額　

　

学
生
・
生
徒
1
人
あ
た
り

　
　
　
　
　

２
０
０
万
円
以
内

●
用
途

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

　

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

●
利
率　

　

年
2.2
％

（
平
成
20
年
2
月
12
日
現
在
）

●
返
済
期
間

　

10
年
以
内

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
生
活
金
融
公
庫 

武
生
支
店

☎
０
７
７
８
‐
23
‐
１
１
３
３

国
の
教
育
ロ
ー
ン


